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以下， 2. では，本方式による NTWの輝度の低下
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下は iNTWのR, G, Bの各成分毎に乗算を行うことで
実現し，透視化は iNTWと国について加重加算を行
うことで実現する（詳細は 2.3参照） ．こ れと同期し
て， BMTW上の完全画像および FMTW上の領域情報










table Aには， NTWと1対 1に対応したエントリ
が設けられており，各エント リには，輝度の低下率ま
たは透視化を行う際の NTWの画像に対する重み（乗


















低下させる．この際，同ーエン トリにおける tableA 
とtableBの値の関係は， tableBの値 （乗率）を Q:'
とする場合， tableAの値は (1-a)となる． Multiplier
A及びBから出力されたそれぞれのシリアル画像情報
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後の TWは自動的に h=lになり，切り替え前の TW































BMNTWを交換し， 0戸 iTW となるように ISの制
御を固定する．
(3) 手順(2)終了後に，（ 3-1)から (3-3)を実行す
る．ただし，実行順序に制約はない．
(3 -1) RC(j)_ RB(j)の画像を BMTwに上書きする．
(3 -2) R C(j)_ R B(j)の情報を FMTwに上書きする．
(3-3)TJの情報を書ぎ換える．ただし，TW切 り
替えにともなってすべてのウィンドウ輝度を元に
戻す場合は，T"(1~ h ~ n)の情報をクリアする．
(4) 手順(3)終了直後の垂直帰線期間に， ISの制御を通
常の制御に戻す．




(6) I A(h) (J・~ h ~ n)のウィンドウ番号情報のうち，














FPGA ALTERA EPF 10K50 RC 240-4 
使用ゲート数 約42000
PCI Interface PLX PCI 9052 






























Intel Pen-4 2. 53 GHz 






I合成方式 マシンA [ms] マシン B [ms] 
| 従来方式 1093 8132 
本方式 16.6 (max) 16.6 (max) 
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